
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

美美山山病病院院のの基基本本方方針針  
１・地域医療に貢献し、すべてのサービスに誇りと責任を持ち愛される病院になります。 

２・医療人としてよりよい医療や看護が提供できるよう自己研鑽します。 

３・安心した療養生活ができるように心の通った介護をいたします。 

４・健全経営を確立し、常に個人と組織が向上する環境を保ちます。 

５・病院組織をあげて医療の安全確保や感染対策に最善を尽くします。 

よき医療とやすらぎの環境 
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東東洋洋とと西西洋洋ととのの特特別別なな出出会会いい  

――――――第第 3322 回回  日日本本病病態態生生理理学学会会（（22002233 年年 88 月月））報報告告のの記記録録――――――  
美美山山病病院院  

医医師師  星星川川  匡匡  

 医学には東洋医学と西洋医学がありますが、この両者には断崖絶壁とでもいうべきギャップが存在していま

す。そのギャップを埋めるための医術が ROOTS ショット治療術（❶）とういう物理の医術で、これは、生命の

二重制御である遺伝子制御と熱力学制御のうちの熱力学制御に関わるものです。この医術を今まで公表する事が

できなかったのは、東西医学界の断絶によって、発表する学会がなかったからでした。でも偶然に、その両側の

断崖に架けられそうな橋のルートを発見し、学会報告という橋を架ける作業をしてみました。その結果、日本病

態生理学会では、好意と驚きと好奇心によって迎えられ、生理学者たちや理学療法の学校の教授などのような人

たちとの新たな出会いがありました。 

 東洋医学の断崖絶壁。しかしながらその絶壁には無数の水が滝となって流れ落ち、川となって海に流れ、空に

立ち昇っていく水の循環があります。生体内の水の循環は生体内の熱を発散させるためのもの。そしてそのルー

トを確保してそこに水を流すための医術が ROOTS ショット治療術なのです。今回の我々の仕事は、その医術に

よって治癒軽快した変形性膝関節症（❷）と拘縮肩（➌）の紹介でしたが、ROOTS ショット治療術で根本的に

治せる病態は、まだまだたくさんあります。 

美山病院の皆さまに深く感謝いたします。 

❶星川匡（2012）自然治癒力を治療する医術：結合組織の基質を水和する医術 

  （「ROOTS ショット治療術」）丸善仙台出版センター,仙台 

❷星川匡、福士嗣海（2023） 

  細胞間高分子ゲルの脱水収縮病変を膨潤相に再生させる医術によって治癒軽快した変形性膝関節症の 3 例 

  第 32 回 日本病態生理学会大会・抄録集 , 32 , 2 , 46P 

❸福士嗣海、星川匡（2023） 

  細胞間高分子ゲルを再生させる医術（ＲＯＯＴＳ）によって軽快した拘縮肩の症例報告 

  第 32 回 日本病態生理学会大会・抄録集 , 32 , 2 , 46Ｐ 

美山病院 

副院長 福士 嗣海 医師 

星川 匡  医師(文責) 
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 県
内
各
地
が
夏
祭
り
で
に
ぎ

わ
い
始
め
た
中
、
当
院
で
も
８

月
２
日
に
院
内
デ
イ
ケ
ア
夏
祭

り
を
開
催
し
ま
し
た
。 

一
度
に
複
数
の
的
を
倒
す
射

的
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
、
輪
入
れ

の
立
ち
位
置
を
吟
味
す
る
慎
重

さ
な
ど
、
普
段
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
患
者
さ
ん
の
姿
や
表
情

に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
と
て
も
う

れ
し
く
、
ま
た
楽
し
く
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
今
回
は
看
護
学
生
も
参
加

し
、
患
者
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
ら
と
お
祭

り
に
行
っ
た
時
の
気
持
ち
を 

思
い
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

お
祭
り
か
ら
も
ら
え
る
パ
ワ
ー

を
改
め
て
実
感
し
た
夏
祭
り
で

し
た
。 

景品贈呈！ 

かき氷に舌鼓 

転がし射的 
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県
内
各
地
が
夏
祭
り
で
に
ぎ

わ
い
始
め
た
中
、
当
院
で
も
８

月
２
日
に
院
内
デ
イ
ケ
ア
夏
祭

り
を
開
催
し
ま
し
た
。 

一
度
に
複
数
の
的
を
倒
す
射

的
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
、
輪
入
れ 

を
目
標
と
し
て
、
毎
回
季
節

を
感
じ
ら
れ
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

美
山
病
院
の
正
面
玄
関
前
ロ

ビ
ー
に
は
、
み
な
さ
ん
の
作

品
や
活
動
写
真
を
掲
示
し
て

お
り
ま
す
。
来
院
の
際
は
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

通
常
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
院
内
デ

イ
ケ
ア
も
毎
週
水
曜
日
に
大

好
評
開
催
中
で
す
。 

・
体
力
の
向
上 

・
廃
用
症
候
群
の
予
防 

そ
し
て
何
よ
り 

・
同
世
代
と
の
交
流
の
場
の 

提
供 

 

金魚すくい競争 

季節の壁飾り 
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緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
令
和
5
年
7
月
6

日
に
七
夕
会
を
行
い
ま
し
た
。 

病
棟
ス
タ
ッ
フ
が
ペ
ー
プ
サ
ー
ト(

人
形
劇)

で

七
夕
物
語
を
披
露
す
る
と
、
皆
さ
ん
真
剣
な
表

情
で
観
劇
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
拍
手
や

相
槌
を
打
ち
な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
も

多
く
、
中
に
は
、
七
夕
に
見
え
る
星
空
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
る
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。 

劇
の
後
に
は
美
味
し
い
お
や
つ
も
提
供
さ

れ
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
自

由
に
語
ら
う
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
各
階
の
ホ

ー
ル
に
は
今
年
も
大
き
な
笹
が
用
意
さ
れ
、
事

前
に
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
作
成
し
た
七
夕
飾
り

や
、
ご
家
族
さ
ん
や
ご
友
人
の
方
に
も
書
い
て

頂
い
た
短
冊
を
飾
っ
て
い
ま
す
。 

皆皆
ささ
んん
のの
願願
いい
がが
叶叶
うう
よよ
うう
職
員
一
同
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
少
し
で
も
願
い
に
近
づ
け
る
よ
う
誠

心
誠
意
ケ
ア
を
続
け
て
参
り
ま
す
。 

 

緩緩
和和
ケケ
アア
病病
棟棟  

七七
夕夕
会会
のの
様様
子子  
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